


























　③ 3 ページ目は要旨ページとし，和文および英文で表題，全著者名とその所属，key words（ 3
～ 5 つ）を明記する。400字以内の和文あるいは250語以内の英文で，論文の要旨を記載する。
　④本文は①～③の必要ページとは別にページを改めて始め，ページに通し番号をつける。
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8 ．原稿は原則としてワープロで作成し，印刷した原稿 1 部を提出する。その際，原稿の電子デー
タをCD-ROM等に保存して，印刷原稿に添付する。電子メールでの添付ファイルは不可とする。
85『スポーツ健康科学部紀要』投稿・執筆規定
投稿原稿の種類
◦研究論文
1 ．「原著論文」は，科学論文としての内容と体裁を整えているもので，新たな科学的な知見をも
たらすものであることが必要です．ただし，人文系と自然系の論文構成には違いがありますので，
論文の構成や見出しはそれぞれの研究領域に応じて適切なものを用いてください。
2 ．「研究資料」は，調査や実験の結果を主体にした報告であり，体育学の研究上，客観的な資料
として価値が認められるものです．この場合，原著論文に必要な見出しや，それに相当する内容
のすべてを含む必要はありませんが，関連研究とのつながりの中で，その資料を提出することの
意義が明らかであり，資料そのものの説明が十分になされていることが必要です。
3 ．「実践研究」は，現場からの貴重な情報を基にした研究で，指導法に関する実用的研究や，総
合的に分析した研究などが含まれます。
4 ．「事例報告」は，特定の少数の事例を詳細に調査・研究し，その結果を報告することによって，
体育学の発展に寄与できるものです。
5 ．「内外の研究動向」は，国内外の研究動向のうち，会員に周知させることが望まれるものに限
ります。
◦「書評」は，本学会の諸分野にかかわる単行本の全部または一部の概要が明瞭であるとともに，
その内容に従った問題提起を含むことが必要です。
◦「総説」は，特定の研究領域に関する主要な文献内容の総覧ですが，その内容は，単なる羅列で
はなく，特定の視点に基づく体系的なまとまりを持つことが必要です。
◦「その他」とは上記以外のものとする。
附則　本規定は平成22年11月 9 日より施行する。
